Ⅲ　事後の危機管理（暮らしをとりもどす）

１　児童生徒等の心のケアについて

大災害や事故等で、肉親を失ったり家屋に被害を受けたりすると、児童生徒等によっては、表面的には普通と変わりなく見えるが、心の奥深いところには、心的外傷の問題としてダメージが大きく残り、このことがその後の社会生活をしていくうえで心に様々な影響を及ぼすことがある。

　　このため、児童生徒等の心の傷を癒すには、専門的な視点からの継続的、長期的な心のケアが必要となる。
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２　避難所開設・運営支援（詳細は「避難所対応マニュアル」参照）
　　





















３　学校再開に向けた取組（詳細は「学校再開計画」参照）
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肉親を失う・家屋に被害等





強いストレス


（心の傷）








教 職 員 の 対 応





教 職 員 の 対 応

















ＰＴＳＤ


（外傷後ストレス障害）





・災害の光景の夢を何回も見る


・恐ろしい体験に関係した事柄をさけようとする


・興味の減退、物忘れ、集中力の欠如等が起こる


・孤立傾向が強まり、神経質になる


・頭痛、腹痛、食欲不振等の生理的反応が生じる


・よく眠れない








ＰＴＳＤの予防・対応


ふだんの生活リズムを取り戻せるように、温かい気持ちで見守る





・教職員間の情報の共有


・日常生活の健康観察


心身の健康状態の把握





児童生徒等が前向きになれるように褒めることが大切じゃ！





医師・カウンセラー等の


専門家に相談








回　復





＊心のケアについては「子どもの心のケアのために－災害や事件・事故発生時を中心に－」（平成22年７月 文部科学省）を併せて参考にする


http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/1297484.htm





災害後、児童生徒等に現れる可能性のある症状とその対応





　　　 　対　　応





　　　　 症　　状
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・児童生徒等の安全を確保できる場所や状況の確保


・外傷等の手当


・食料品等の確保





・不安と恐怖を強く訴え、抑うつ、不安感、絶望感、引きこもり等、著しく重い症状が現れる








災害から２～３日





・頭痛、腹痛、吐き気等の身体的症状が現れる





・身体検査等の実施による必要な処置


・児童生徒等の悩みや思いを共感的に受けとめる


・症状が現れるのは自然であることを伝える








災害から１週間程度





・集中力がなくなる、うつ状態、あるいは、躁うつの両面が交互に現れるなどの精神的症状が現れる








災害から１か月程度





・児童生徒等の悩みや思いを共感的に受けとめる


・症状が現れるのは自然であることを伝える








・早期に、心療内科・精神科医等の専門家の受診を勧める


・児童生徒等の悩みや思いを共感的に受けとめる


・元の状態に必ず戻るということを伝え、安心させる　　　　　　　　　


・友達と遊んだり話したりする機会をつくる


　　　　





・災害の光景の夢を何回も見る


・恐ろしい体験に関係した事柄をさけようとする


・興味の減退、物忘れ、集


中力の欠如等が起こる


・孤立傾向が強まり、神経質になる


・頭痛、腹痛、食欲不振等


の生理的反応が生じる


・よく眠れないなどの症状が現れる





災害から１か月以後


外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）





・保護者等と連携して、日ごろから児童生徒等を観察し、症状が現れた時は話を聞くなど、安心させる


・精神科医等の専門家の受診を勧める　





災害から数か月後


遅発性ＰＴＳＤ





・数か月後にＰＴＳＤの症状が現れる





・災害が発生した日が近づくと、不安定になるなど、種々の反応が現れる





アニバーサリー反応





・保護者等との連携により、児童生徒等の不安を少なくする





　上記はあくまで一例。災害発生から１０日程度は、実際は心の中で大きな動揺が起こっていても、全く感情が表に現れなかったり、いたって普段通りに振る舞ったりするケースも考えられる。


温かい気持ちで見守りながら、児童生徒等の状況を注意深く観察していくことが大切。


また、災害発生時は、児童生徒等の命を守る立場の教職員も強いストレスを受けるため、教職員の心のケアも非常に重要。





・地域の自主防災組織や市町村防災担当部局の職員等により「避難所運営マニュアル」作成、協力体制の確立


　（鍵の受け渡し、避難所として開放できる区域の取り決め、避難所運営方法等）





「避難所準備委員会」立ち上げ


「事前協議」実施





「避難所対応マニュアル」に基づき、避難所開設につなげる対応


避難所が開設されてからは、「避難所運営マニュアル」に沿って避難所運営の支援
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　　留　意　事　項





市町村防災


担当部局職員の参集





学校等災害対策本部の設置


避難所支援班の設置








・本部は会議室等に設置


・避難所支援班の構成人数及び役割分担の決定





施設の安全点検


施設等開放区域の明示





・施設内の安全確認、開放できる区域の明示


（校長室、職員室、事務室、保健室等の管理運営上必要な場所や危険なものがある特別教室は開放しない）


・立入禁止区域の明示


・事前に決めておいた優先順位にしたがって施設等を開放


・お年寄りや障害のある方等への優先的配慮


・緊急車両等の駐車スペースの確保








避難所開設の判断





避難室間の区割り





避難者の受付･誘導





・避難所使用のマナーと一般的注意の徹底


・担当者による誘導


・自家用車は原則乗り入れ禁止





衛生環境の整備





・仮設トイレの設置


・ゴミの収集場所の管理


・食中毒や伝染病等、衛生面への配慮





仮設テントの設置


（支援物資の受入準備等）





・緊急車両の進入の妨げとならない場所に





・原則として入居時に記入（氏名、性別、年齢、住所等）


・すみやかな名簿の作成と更新





避難者の名簿づくり





・配給時におけるトラブルの回避


・食料、医療物資等の市町村対策本部への要請


・お年寄り、障害のある方等や非常持ち出し品のない方を優先


・食事、救援物資の配給経路の把握





救護物資の調達配給








・避難所運営が避難者も含めた地域の方々が主体となった運営組織に移行した後は、教職員は組織に施設管理者として加わり側面からの支援を行う





避難所運営組織への移行





炊き出しへの協力





・使用可能な調理室・給食室等の提供


・献立、衛生管理等についての助言





情報連絡活動





・避難者用緊急電話の設置依頼


・メディアを活用した情報収集


・日本語が分からない外国人のための案内看板等





ボランティアの受け入れ





・専門ボランティアにコーディネートを依頼


・活動拠点の設置


・災害ボランティアセンターとの連携





　　留　意　事　項





被害実態調査





・児童生徒等及び家族の安否確認及び住居の被害状況確認


・教職員及び家族の安否確認及び住居の被害状況確認


・学校施設等の被害状況確認


・ライフラインの被害状況確認


・通学路及びその近隣の被害状況確認





教育委員会等との協議





・校舎等の被害に対する応急措置


・校舎等の危険度判定調査


・ライフラインの復旧　　　・仮設トイレの確保


・児童生徒等の心理面への影響確認


・教室の確保（他施設の借用、仮設教室の建設）


・通学路の安全確保


・避難した児童生徒等の就学手続きに関する臨時的措置


・教科書・学用品等、救援物資の受け入れ・確保


・避難所における運営の支援





家庭訪問・仮登校





・児童生徒等の心理面の状況把握


・登校児童生徒等の確認と学級編成


・避難した児童生徒等の把握


・児童生徒等の具体的な被害状況確認（教科書・学用品等）


・保護者への連絡方法の確認


・通学路における安全指導


・避難した児童生徒等の移動先訪問、状況把握（在籍校への復帰時期等）











授業再開にむけた教育委員会等との協議





学校教育の再開





・校舎施設・設備の復旧、仮設教室建設


・授業形態の工夫


・教職員の配置、不足教職員に対する授業等への対応


・教科書・学用品等の調達・確保


・学校給食の再開


・学費の援助等の支援


・授業再開に向けた日程の協議


・欠時数の補充と授業の工夫


・水道水等の保健衛生の措置


・児童生徒等の心のケアの体制整備
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